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冬季死亡災害ゼロ100日運動が11月21
日から2月28日までの期間で展開中ですが、
死亡災害が 1件発生し、今年度も目標を達成
することはできませんでした。 
一方、死亡労働災害以外の休業災害自体（休

業 4日以上）は、運動期間中の平成 25年度
と26年度を比べると、各年1月末速報値で、
25年度32人が26年度は21人と大幅に減
少し、そのうちの冬季特有災害でも25年度8
人が26年度5人と大幅に減少しています。 
引き続き、活発な災害防止活動に取り組んで

いきましょう。 

2月第1週、交通事故による死亡労働災害が発生しました。 

災害は、『社有車で荷物を三重県へ搬送中、高速道路（静岡県内）で４ｔ平ﾎﾞﾃﾞｲｰ車に追突し

た。』という内容です。午前3時台の発生、年齢60代、仕事経験1年未満でした。前日午後

4時頃に事業場（一関監督署管内）を出発していたようです。1人運転だったため、事故の詳

細、休憩状況等は不明ですが、後ろから追突しているため、“前方不注意”が原因にあると推測

されます。 

平成27年は、2月に“一関監督署管内の道路貨物運送業”と“釜石監督署管内の建設業（港
湾海岸工事業）”で発生し、2月中旬時点で合計3人となっています。 
また、平成 26年は、12月末速報では 24人でしたが、その後、“精神障害による死亡”

と“過重労働による死亡”が労災認定され、2月中旬時点で26人となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発生年月 業種 管轄 
年 齢 

(経験期間) 
事故の型 起因物 災害発生の概要 

平成 
26年 
3月 

建設業 
（港湾海
岸工事
業） 

大船渡 
40歳代 

（20年以上  

30年未満） 

その他 
起因物
なし 

 高架橋下で死亡しているところを発見

された。精神障害を発病したとして労災認

定された。 

平成 
26年 
5月 

建設業 
（木造家
屋建築工
事業） 

花巻 
 

30歳代 

（1年以上                 

10年未満） 

その他 
起因物
なし 

 脳出血により、自宅アパートで亡くなっ

ているところを発見された。発症原因は過

重な業務によるものとして労災認定され

た。 

平成 
27年 
2月 

建設業 
（港湾海
岸工事
業） 

釜石 
40歳代 

（10年以上  

20年未満） 

有害物
等との
接触 

異常環
境等 

 湾口防波堤建設工事において、水深約

18ｍで捨石を均す作業中、潜水してから
約 10分後に被災者が異常を訴え、下がり
綱を使用し自力で水面に緊急浮上したが、

船上で心肺停止となった。 

 

 

 
 
 
 

 
【運動期間：平成26年11月２1日～平成27年２月２８日】
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速
報

冬季死亡災害ゼロ１００日運動・年別発生状況

交通事故による死亡労働災害が発生しました!! 

◆冬季死亡災害ゼロ100日運動◆

◆県内の死亡労働災害（前月号以降の情報）◆



① 【建設業】 工事前の雪掻きのため、現場近くに
停車し、車から降りようとしたところ、路肩近く
に停車したため、足を滑らせたはずみで深さ2m
の水路まで転落した。[両足かかと骨折] 
 

② 【建設業】 改修工事で、左手に加工する材、右
手に携帯用丸鋸をもって作業したところ、丸鋸が
ぶれて、指を切断した。[指切断] 
 

③ 【運輸業】 荷の搬送先で、搬送先労働者がグラ
ップル(重機)を操作して荷降ろしている途中、荷
（大きい箱もの）の一部がまだ地面についていな
い段階で手を下に入れたため、地面との間に挟ん
でしまった。[手甲骨折] 
 

④ 【その他】 花を飾る作業中、段ボール箱で躓き、
着地の際、生花を作る際に出て床に散らかった葉
っぱ等で滑り、転倒した。[すね骨折] 

☞ 同種作業がある場合には、対策を考えましょう!! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆最近の一関監督署管内の主な災害事例◆

その他の最近のトピックス

この資料（運動通信）は岩手労働局のホームページからもダウンロード可能です。 

作成者：一関労働基準監督署（平成 27年 2月下旬作成） 

労働災害発生人数（休業日数 4日以上）（1月末統計） 
※確定は 4月上旬 
合計 169人（前年同期比－6人） 
・製造業  52人（前年同期比＋13人）  

・食料品   14人（前年同期比＋10人）  
・金属   12人（前年同期比＋6人）  

・建設業  33人（前年同期比－1人） 
・土木工事業   6人（前年同期比－4人）  
・建築工事業   16人（前年同期比±0人）  

・道路貨物運送業 13人（前年同期比－7人）  
・林業    7人（前年同期比－3人）  
・商業   12人（前年同期比－15人）  
 

 ●一関監督署管内の労働災害の状況●

労働災害発生人数（休業日数 4日以上）（1月末統計） 
合計 6人（前年同期比－2人） 
・製造業  1人（前年同期比－1人）  
・建設業  0人（前年同期比±0人） 
・道路貨物運送業 2人（前年同期比＋1人）  
・林業   2人（前年同期比＋1人）  
・商業   0人（前年同期比±0人）  
・社会福祉施設  0人（前年同期比±0人） 

平成27年2月12日付け基安発0212第1号
「平成26年度リスク評価結果等に基づく労
働者の健康障害防止対策の徹底について」 
【内容】11物質（ナフタレン、リフラクトリー
セラミックファイバー、エチレンクロロヒドリ
ン、グルタルアルデヒド、タリウム及びその水溶
性化合物、メタクリロニトリル、オルト－フェニ
レンジアミン、アルファ－メチルスチレン、２－
エチルヘキサン酸、クロロメタン並びに弗化ナト
リウム）のリスク評価がされ報告書がまとめ
られたもの。有害度合いに応じた必要な措置
が求められる旨の内容。 

平成27年2月5日付け基安安発0205第１号
「日本工業規格 B8811 ラウンドスリン
グ 外１件の改正について(公示)」 
【内容】ラウンドスリング：Ｂ８８１１、ベ
ルトスリング：Ｂ８８１８の規格が改正。 

平成27年２月18日付け基安労発0218第１
号「自動体外式除細動器（AED）の適正配置
に関するガイドラインの周知について」 
【内容】一般財団法人日本救急医療財団にお
いて、「AEDの適正配置に関するガイドライ
ン」がとりまとめられているところであり、
事業場内においてもAEDの設置を促進され
たい。 

平成27年２月12日付け基発0212第４号
「日本工業規格T8157（電動ファン付き呼
吸用保護具）等に定める「呼吸補助形電動フ
ァン付き呼吸用保護具」の取扱いについて」 
【内容】呼吸補助形電動ファン付き呼吸用保
護具は、労働安全衛生法等定する「電動ファ
ン付き呼吸用保護具」には当たらないなどの
位置付けを整理。 

◆平成27年◆

◆平成26年◆

16
32

42
100

指差呼称

指差だけ

呼称だけ

何もしない

指差呼称の効果 

[説明] 何もしない時のミスを100とすると、指と声をか
ければ16までミスを下げられます。あるいは、手がふさが
っている場合でも、声をかければ半分以下（100が42）ま
でミスを防げます。買い物をしたとき、「○○円のお釣りで
す♪」と話されながらお釣りが返されますが、これもミスを
防ぐための取組みの1つ（呼称）です。 
朝のイベント時だけの実施ではなく、仕事の流れの中でこそ
指差呼称を多用してみましょう。 

朝礼などのイベント時だけでなく、行動・動作

の中でこそ指差呼称を多用してみましょう。 


